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日
本
原
子
力
学
会
の
教
育
委
員
会
は
九
月
一
二
日
、
高
校
教
科
書

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
原
子
力
・
放
射
線
関
連
の
記
述
に

関
す
る
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。
同
委
員
会
で
は
一
九
九
五
年
以

来
、
初
等
中
等
教
育
の
教
科
書
に
係
る
課
題
認
識
か
ら
、
こ
れ
ま
で

一
七
件
の
調
査
報
告
書
を
公
表
し
、
文
部
科
学
省
を
始
め
、
各
教
科

書
出
版
会
社
な
ど
に
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
要
望
・
提
言

が
教
科
書
の
編
集
に
検
討
・
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
記
述

の
改
善
が
促
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
調
査
を
行
っ
た
の

は
、
高
校
の
主
と
し
て
中
学
年

用
に
二
○
二
三
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
地
理
歴
史
（
地

理
総
合
、
地
理
探
求
、
日
本
史

探
求
、
世
界
史
探
求
）、
公
民

（
公
共
、
倫
理
、
政
治
・
経
済
）、

理
科
（
物
理
、
化
学
）、
工
業

（
電
力
技
術
Ⅰ
、
工
業
環
境
技

術
）
の
検
定
済
み
全
教
科
書
計

三
九
点
（
二
○
二
二
年
度
入
学

生
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
）。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
報
告
書
で
は
、
前
回
、
二
○
二
二
年
度
に
高

校
教
科
書
（
地
理
歴
史
、
公
民
、
理
科
、
保
健
体
育
）
を
対
象
に
実
施

し
た
調
査
と
同
様
、
全
般
的
に
、
可
能
な
限
り
最
新
の
デ
ー
タ
・
図
表

を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
・
放
射
線
に
つ
い
て
の
用
語
・
単
位

は
正
し
く
使
用
、
記
載
、
説
明
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

一
．
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
す
る
記
述

二
．
国
際
原
子
力
・
放
射
線
事
象
評
価
尺
度
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
に
基
づ

く
事
故
評
価
の
考
え
方

三
．
わ
が
国
お
よ
び
世
界
各
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
状
況

に
関
す
る
記
述

四
．
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
記
述

五
．
放
射
性
廃
棄
物
に
関
連
す
る
記
述

六
．
放
射
線
お
よ
び
放
射
線
利
用
に
関
す
る
記
述

七
．
地
球
環
境
問
題
に
関
連
し
た
記
述

八
．
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
多
様
な
学
習
方
法
の
拡
充

―

に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
関
連
し
た
事
項
は
、「
化
学
」
と

「
物
理
」
の
一
部
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
で
記
載
さ
れ
て
い
た
。

報
告
書
で
は
、
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
健
康
影
響
に
関
す
る
よ
り
正

確
な
記
述
を
あ
ら
た
め
て
求
め
る
と
と
も
に
、
事
故
後
一
○
年
以
上

を
経
た
現
在
の
復
興
状
況
と
し
て
、
地
元
の
若
者
た
ち
の
将
来
を
見

据
え
た
新
し
い
取
組
や
明
る
い
一
面
に
つ
い
て
も
可
能
な
範
囲
で
紹

介
す
る
よ
う
要
望
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
今
回
の
報
告
書
で
新
た
に
提
言
。
原
子

力
利
用
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事

故
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
、「
も
ん
じ
ゅ
」

ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
な
ど
を
、
比
較
し
取
り
上
げ
て
い
る
「
公

共
」、「
政
治
・
経
済
」
の
教
科
書
が
あ
っ
た
が
、「
事
故
の
深

刻
度
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
社
会
的
な
取
り
上
げ
方
に
比
例

し
な
い
」
と
指
摘
。
科
学
的
な
観
点
か
ら
、
誤
解
を
招
か
ぬ
よ

う
、
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
に
定
義
さ
れ
た
異
常
事
象
・
事
故
レ
ベ
ル
を
念

頭
に
具
体
例
を
取
り
上
げ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
お
よ
び
世
界
各
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
状

況
に
関
す
る
記
述
で
は
、
二
○
二
三
年
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現

に
向
け
た
基
本
方
針
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
政
策
や
そ
れ

に
関
連
す
る
事
項
、
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
踏
ま
え
、

各
国
の
原
子
力
利
用
の
動
き
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
最
新

の
記
載
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
を
発

祥
と
す
る
食
べ
物
（
そ
の
一
）
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で

最
も
有
名
な
お
菓
子
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
は
、
一
八
三
二
年
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
外
相
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
会
議
を
主
宰
し
た
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が

宮
廷
の
厨
房
に
自
分
と
貴
族
の
た
め
の
特
別
な
デ
ザ
ー
ト
を
作
る
よ

う
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
日
は
厨
房
の
シ
ェ
フ
が
病
気

で
あ
っ
た
め
急
遽
下
級
の
料
理
人
フ
ラ
ン
ツ
・
ザ
ッ
ハ
（
当
時
一
六

歳
）
が
代
わ
り
に
シ
ェ
フ
を
担
当
。
そ
の
時
提
供
さ
れ
た
の
が
ザ
ッ

ハ
ト
ル
テ
の
原
型
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
ゲ
ス
ト
に
は
非
常

に
好
評
だ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
は
そ
れ
以
上
の
進
展
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
料
理
修
行
を
終
え
た
ザ
ッ
ハ
は
、
現
在
ス
ロ
バ
キ
ア
の
首
都

ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
と
し
て
知
ら
れ
る
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
に
移
る
。
プ
ロ

と
し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
後
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
間
の
ド
ナ

ウ
船
で
さ
ら
に
経
験
を
積
み
、
一
八
四
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
デ

リ
カ
テ
ッ
セ
ン
兼
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
開
店
。
そ
の
時
に
販
売
さ
れ

大
好
評
を
博
し
た
の
が
「
フ
ラ
ン
ツ
・
ザ
ッ
ハ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー

キ
」。
そ
の
後
時
は
流
れ
彼
の
息
子
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
が
宮
廷
菓
子
店
デ

メ
ル
の
も
と
で
修
業
を
積
み
、
こ
の
間
に
今
日
の
形
の
ザ
ッ
ハ
ト
ル

テ
を
完
成
さ
せ
た
。
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
は
最
初
デ
メ
ル
で
提
供
さ
れ
、

そ
の
後
一
八
七
六
年
に
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ホ
テ

ル
ザ
ッ
ハ
で
も
提
供
が
始
ま
っ
た
。
大
人
気
を
博
し
た
ザ
ッ
ハ
ト
ル

テ
は
そ
の
完
成
に
至
る
経
緯
が
理
由
で
一
つ
の
大
き
な
裁
判
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
る
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
」
と
い
う
商

標
の
使
用
・
販
売
を
め
ぐ
っ
て
、
ホ
テ
ル
ザ
ッ
ハ
と
宮
廷
菓
子
店
デ

メ
ル
と
の
間
で
法
的
な
争
い
が
勃
発
。
計
七
年
を
要
し
た
裁
判
で
は
、

最
終
的
に
は
ホ
テ
ル
ザ
ッ
ハ
・
デ
メ
ル
双
方
に
異
な
る
名
称
の
ザ
ッ

ハ
ト
ル
テ
を
使
用
す
る
形
で
決
着
が
つ
い
た
。

　

一
方
、
京
都
の
み
た
ら
し
団
子
は
左
京
区
に
あ
る
下
鴨
神
社
の
葵

祭
り
や
御
手
洗
（
み
た
ら
し
）
祭
の
と
き
に
、
神
前
の
お
供
え
物
と

し
て
氏
子
の
家
庭
な
ど
で
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
（
在
位:

一
三
一
八
～

一
三
三
九
年
）
が
行
幸
で
下
鴨
神
社
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。
昔
の

神
社
に
は
、
参
拝
者
が
手
や
口
を
浄
め
る
手
水
舎
の
よ
う
な
も
の
は

な
く
、
近
く
の
神
聖
な
川
や
湧
き
水
で
身
を
清
め
る
こ
と
が
一
般
的

だ
っ
た
。
後
醍
醐
天
皇
も
「
清
め
」
の
た
め
に
、
境
内
に
あ
る
御
手

洗
池
（
み
た
ら
し
い
け
）
の
水
を
手
で
す
く
っ
た
と
こ
ろ
、
最
初
に

泡
が
ひ
と
つ
浮
き
、
や
や
間
を
置
い
て
四
つ
の
泡
が
浮
き
上
が
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
泡
を
団
子
に
見
立
て
て
作
っ
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
ま
た
、
京
都
の
三
大
祭
り
「
葵
祭
」
で
、
祭
り
の
主
役
で
あ
る

斎
王
代
が
身
を
清
め
る
の
も
御
手
洗
池
。
泡
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の

は
、
斎
王
代
の
清
め
の
と
き
だ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
さ
ら
に
別

の
話
で
は
、
み
た
ら
し
団
子
は
人
間
の
頭
と
手
足
を
か
た
ど
っ
た
も

の
で
、
こ
れ
を
神
前
に
備
え
て
お
祈
り
を
し
、
そ
れ
を
家
に
持
ち
帰
っ

て
醤
油
を
つ
け
て
火
に
あ
ぶ
っ
て
食
べ
、
厄
除
け
に
し
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
小
さ
い
団
子
を
竹
串
の
先
に
ひ
と
つ
、
少

し
間
を
置
い
て
四
つ
続
け
て
刺
し
た
串
が
扇
形
に
十
本
並
び
、
団
子

が
五
○
個
つ
い
て
い
た
。
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
大
正
の
頃
で
、

こ
の
頃
に
生
醤
油
の
付
け
焼
き
だ
け
だ
っ
た
も
の
を
、
加
茂
み
た
ら

し
茶
屋
の
ご
主
人
が
醤
油
と
黒
砂
糖
を
使
っ
た
た
れ
を
考
え
出
し
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
喜
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
京
都

を
始
め
関
西
で
み
た
ら
し
団
子
と
言
え
ば
、
甘
い
も
の
と
い
う
の
が

常
識
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、み
た
ら
し
団
子
は
温
か
い
お
菓
子
だ
が
、

葵
祭
（
五
月
）
や
御
手
洗
祭
（
七
月
）
の
時
に
食
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

本
来
夏
の
お
菓
子
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
教
科
書
調
査
報
告
書
は
、
筆
者
が
主
査
を
務
め

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ザ
ッ
ハ
ト
ル

テ
は
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に
ホ
テ
ル
ザ
ッ

ハ
で
家
内
と
た
ま
に
い
た
だ
い
た
。
学

生
時
に
京
都
で
最
初
の
下
宿
は
下
鴨
神

社
の
直
ぐ
北
の
蓼
倉
町
だ
っ
た
。
み
た

ら
し
団
子
は
今
で
も
良
く
茶
菓
に
し
て

い
る
。
今
月
も
両
市
を
発
祥
と
す
る
食

べ
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ホ
テ
ル
ザ
ッ

ハ
で
の
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

          

■ 

杉
本
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元
京
都
大
学
教
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元
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機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
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■

杉
本
純
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